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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月13日(2008.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
身体管腔において構造物を押し縮めるためのシステムであって、該システムが、以下：
　該身体管腔内において遠位方向に前進する一定長さの材料、
を備え、該前進した一定長さの材料の遠位位置が近位に引っ張られて、該材料を、該身体
管腔を少なくとも部分的に閉塞する構造に押し縮める、
システム。
【請求項２】
請求項１に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が、前記身体管腔内の閉塞物を
越えて遠位に前進し、該閉塞物に対して近位に引っ張られる、システム。
【請求項３】
請求項２に記載のシステムであって、前記身体管腔内の前記閉塞物を別の場所に移すため
に、該閉塞物に対して前記押し縮められた材料が引っ張られる、システム。
【請求項４】
請求項３に記載のシステムであって、前記閉塞物が、前記身体管腔から引き出される、シ
ステム。
【請求項５】
請求項２に記載のシステムであって、前記押し縮められた構造物によって、前記閉塞物が
、遠位に移動することが妨げられる、システム。
【請求項６】
請求項２～５のいずれか一項に記載のシステムであって、前記身体管腔が、尿管、胆嚢管
、または総胆管であり、前記閉塞物が、１つ以上の結石を含む、システム。
【請求項７】
請求項６に記載のシステムであって、前記身体管腔が、尿管であり、そして前記一定長さ
の材料が、膀胱から尿管内に前進し、腎結石を通過する、システム。
【請求項８】
請求項７に記載のシステムであって、前記押し縮められた材料によって係合される間に、
前記腎結石を破壊するように、エネルギーが方向付けられる、システム。
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【請求項９】
請求項１に記載のシステムであって、前記身体管腔が、血管である、システム。
【請求項１０】
請求項９に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が、閉塞物を越えて遠位に前進
し、該閉塞物を除去するために近位に引っ張られる、システム。
【請求項１１】
請求項９に記載のシステムであって、前記押し縮められた材料が、実質的に完全な止血を
提供する、システム。
【請求項１２】
請求項１に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が管状ガイド内に導入される、
システム。
【請求項１３】
請求項１２に記載のシステムであって、前記管状ガイドおよび前記一定長さの材料が、同
時に導入される、システム。
【請求項１４】
請求項１２に記載のシステムであって、前記管状ガイドが、最初に位置付けられ、該管状
ガイドが位置付けられた後に、前記一定長さの材料が導入される、システム。
【請求項１５】
請求項１２～１４のいずれか一項に記載のシステムであって、前記一定長さの材料の遠位
位置が近位に引っ張られる前に、前記管状ガイドが、前記身体管腔内において該一定長さ
の材料を露出するように少なくとも部分的に引っ込められる、システム。
【請求項１６】
請求項１５に記載のシステムであって、前記一定長さの材料の遠位端に取り付けられた張
力部材が引っ張られる、システム。
【請求項１７】
請求項１６に記載のシステムであって、前記張力部材が、前記一定長さの材料に埋め込ま
れている、システム。
【請求項１８】
請求項１に記載のシステムであって、管状ガイドが前記身体管腔を通して導入され、前記
チューブが導入されるときに、前記一定長さの材料が、前記チューブの遠位端上で外にめ
くれる、システム。
【請求項１９】
請求項１３に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が、スリーブであり、該スリ
ーブが、管状ガイドの内部から出て、該スリーブが外にめくれるときに、管状ガイドの外
部を覆う、システム。
【請求項２０】
請求項１８および１９のいずれか一項に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が
、前記一定長さの材料上の遠位位置に取り付けられた張力部材を有し、ここで、該一定長
さの材料が該管状ガイドから該身体管腔内に放された後に、該張力部材が引っ張られる、
システム。
【請求項２１】
請求項２０に記載のシステムであって、前記張力部材が、前記一定長さの材料から延び、
前記管状ガイドの内部内に配置される、システム。
【請求項２２】
請求項２０に記載のシステムであって、前記張力部材が、前記一定長さの材料内に埋め込
まれる、システム。
【請求項２３】
請求項２０に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が放された後に、前記管状ガ
イドが近位方向に少なくとも部分的に引っ張られる、システム。
【請求項２４】
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請求項１に記載のシステムであって、前記一定長さの材料上の遠位位置に取り付けられた
前進部材が遠位に前進し、該一定長さの材料が、前進部材の遠位前進によって、前記身体
管腔を通って引っ張られる、システム。
【請求項２５】
請求項２４に記載のシステムであって、前記前進部材が前記一定長さの材料から取り外さ
れ、該一定長さの材料上の遠位位置に取り付けられた張力部材が近位に引っ張られる、シ
ステム。
【請求項２６】
請求項２５に記載のシステムであって、前記張力部材が、前記一定長さの材料内に埋め込
まれ、その結果、該部材が近位に引っ張られるときに、該材料が該張力部材の周りで押し
縮められる、システム。
【請求項２７】
請求項２６に記載のシステムであって、前記一定長さの材料の押し縮めを逆にするために
、前記張力部材が遠位に前進する、システム。
【請求項２８】
請求項２４に記載のシステムであって、前記前進部材が近位に引っ張られる、システム。
【請求項２９】
請求項２４に記載のシステムであって、前記一定長さの材料の押し縮めを逆にするために
、前記前進部材が遠位に前進する、システム。
【請求項３０】
請求項２７または２９に記載のシステムであって、捕捉される結石断片または他の物質が
、押し縮めが逆にされた場合に、該押し縮められた材料から放出される、システム。
【請求項３１】
請求項１に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が、ストリップ、スリーブ、リ
ボンまたはチューブを含む、システム。
【請求項３２】
請求項３１に記載のシステムであって、前記材料が、ポリマーフィルム、織布、不織布、
ならびにこれらの複合材料および積層物からなる群より選択される、システム。
【請求項３３】
請求項３１または３２に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が、折り畳み構造
を有し、この折り畳み構造は、近位方向に引っ張る際に好ましい折り畳みパターンを与え
る、システム。
【請求項３４】
請求項２４に記載のシステムであって、前記前進部材が、ガイドワイヤを備える、システ
ム。
【請求項３５】
請求項３４に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が細長である間に、前記ガイ
ドワイヤ上でカテーテルが前進する、システム。
【請求項３６】
請求項３４に記載のシステムであって、前記一定長さの材料が細長である間に、カテーテ
ルを通して前記ガイドワイヤが進む、システム。
【請求項３７】
請求項３４～３６のいずれか一項に記載のシステムであって、シースが前記ガイドワイヤ
上に位置付けられる、システム。
【請求項３８】
請求項３７に記載のシステムであって、前記シースが、前記一定長さの材料の近位端に取
り付けられている、システム。
【請求項３９】
身体管腔内において適合性の構造物を配置するための装置であって、該装置が、以下：
　ポリマーフィルム、織布、不織布、ならびにこれらの複合材料および積層物からなる群
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より選択される、一定長さの材料；および
　該一定長さの材料上の遠位端に取り付けられた張力部材であって、該張力部材が、身体
管腔内に存在する場合に、該張力部材を該一定長さの材料に対して近位に引っ張る場合、
該一定長さの材料を閉塞構造に押し縮めるように構成されている、張力部材、
を備える、装置。
【請求項４０】
請求項３９に記載の装置であって、前記張力部材が、前記一定長さの材料内に埋め込まれ
ている、装置。
【請求項４１】
請求項４０に記載の装置であって、前記張力部材が、前記一定長さの材料内または一定長
さの材料上に形成される実質的に連続な通路内に位置付けられる、装置。
【請求項４２】
請求項３９～４１のいずれか一項に記載の装置であって、前記張力部材が、前記一定長さ
の材料の遠位端に取り付けられており、前記身体管腔内において該一定長さの材料を遠位
に前進させるのに十分なカラム強度を有する、装置。
【請求項４３】
請求項３９～４２のいずれか一項に記載の装置であって、前記張力部材が、ガイドワイヤ
構造を備える、装置。
【請求項４４】
請求項３９～４３のいずれか一項に記載の装置であって、前記一定長さの材料が、前記張
力部材に対して遠位端にそして伸張シースに対して近位端に取り付けられる、装置。
【請求項４５】
請求項４４に記載の装置であって、前記張力部材が、ガイドワイヤを備える、装置。
【請求項４６】
請求項４５に記載の装置であって、前記ガイドワイヤが、可撓性の遠位先端を有し、前記
一定長さの材料が、該可撓性の遠位先端の近位に取り付けられる、装置。
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